
 

 

 

富士市 

ごみ処理基本計画 

2025-2034 

概要版 

 

ごみとは、不要になったもの、価値のないもの 

資源とは、地球から得られる原材料 

「いらない」と捨てるものでも、それは誰かにとって「必要」なものかも。 

「いらない」と捨てるものでも、それは何かの「材料」になるかも。 

それは本当に「ごみ」ですか。捨てる前に考えてみましょう。 

ごみ と 資源 
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現在、SDGsやゼロカーボンをはじめ、地球規模で資源循環や環

境保全が求められています。ごみ処理においても、これまでの、「作っ

て使って捨てて終わり」が当たり前の直線的な経済（リニアエコノ

ミー）から、不要となったものを資源として循環させることに付加

価値を見出す経済（サーキュラーエコノミー）への転換が進んでい

ます。 

限りある資源を大切に使うことはもちろん、資源の使用を最小限

に抑えることが持続可能な社会をつくる第一歩です。３Ｒの推進に

より、富士市が「資源を循環させるまち」として発展することを目

指し、本計画を策定しました。 

 

上の①のグラフは、市が処理をした「ごみ」や「資源物」の総量の推移です。10年間で着実に減少して

います。 

②のグラフは、市が処理したごみのうち、資源化したものの割合の推移です。市民が分別したもののうち、

焼却・埋立ではなく、市がリサイクル・リユースしたものの割合を示しています。分別への市民の協力と、

焼却灰の資源化（令和２年 10 月から開始）により、大幅に向上しています。 

 

 

「ごみ」や「資源物」を処理するためには、ごみ収集車を走らせたり、焼却したり、リサイクルするため

に異物を取り除いたり、埋立ごみを最終処分場に埋め立てたりと、様々な費用がかかります。 

一方で、ごみを燃やすエネルギーを使って発電した電気を売却することや、一部の資源物を材料として売

却するなど、ごみ処理による収入もあります。資源物の分別が進むと、市の収入の増加が見込めます。 

なぜ「ごみ」を減らすの？ 

収集運搬 8億 2,087 万円 

中間処理(リサイクル・焼却等) 13億6,293 万円 

最終処分(埋立) 623 万円 

総ごみ処理費用 21億9,003 万円 

ごみ処理の状況 

ごみ処理に関するお金 
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①総ごみ排出量 ②資源化率 

 ごみ処理に伴う市の年間収入（令和５年度）  ごみ処理に伴う市の年間支出（令和５年度） 

ｅｄｕｃｅ（リデュース） 

ｅｕｓｅ（リユース） 

ｅｃｙｃｌｅ（リサイクル） 

余分なものを買わない 

残さず食べる ごみを減らす 

使える物は繰り返し使う 

必要な人にゆずる・売却する 

ごみを資源として再び利用する 

ごみをきちんと分別する 

とは 

資源物の売却、事業系ごみ処理手数料等 

3 億 8,567 万円 

ごみの焼却により発電した電気の売却 

4 億 1,384 万円 （サーマルリサイクル） 
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廃棄物には一般廃棄物と産業廃棄物があり、一般廃棄物にはごみと生活排水があります。 

 

 

 

 

 

 

ごみ処理基本計画とは、今後 10年間における

市の一般廃棄物の適正処理及び３Ｒの推進等に

関して、基本的な方針を示す計画であり、一般廃

棄物の「ごみ」を対象とします。（この「ごみ」に

は家庭で分別した「資源物」も含まれます。）      

なお、本計画は5年に 1度 PDCA サイクルを実

施し、計画内容の見直しを行います。 

 

 ごみ排出量の目標値 

 資源化率の目標値   
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ごみの種類について 

４つの目標値 

ごみ処理基本計画とは 

資源を循環させるまち 

資源循環における効率的な処理体制の構築 2 

長期的でグローバルな視野による計画づくり 1 

基本方針 

３Ｒの推進 3 

基本理念 

① 

② 

④ 

一般廃棄物 

産業廃棄物 

廃棄物 

ごみ 

生活排水 

家庭系ごみ 

事業系ごみ 
本計画の対象とする廃棄物 

一般家庭の日常生活に

伴って生じたごみ 

事業活動に伴って生じ

たごみのうち、産業廃

棄物以外のごみ 

事業活動に伴って生じたごみで、廃棄物処理法及び同施行令で規定されている 20 種類のごみ 

（例）事業所が排出する全てのプラスチック類、ゴム類、金属類、電化製品、ガラス類 など 

②市民１人が１日当たりに捨てるごみの量 

478g/人・日 460g/人・日 -18g 

令和 5年度 令和 16年度 

③事業系ごみの焼却量 

14,553t 14,490t -63t 

令和 5年度 令和 16年度 

18g は、ごはん約一口分。 

毎日の積み重ねが大きな 

成果となります。 

①総ごみ排出量 

66,002t 61,521t -4,481 
t   

令和 5年度 令和 16年度 

④資源化率 

21.5% 22.6% +1.1 
ポイント 

令和 5年度 令和 16年度 

紙などを分別しましょう！ 

③ 
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目標達成に向けた取組の柱 主な市の取組 

①

②

民間事業者との協働による環境教育 

③

④

日常のごみ出しに便利なごみ分別アプリ「さんあ～る」の普及を進

めます。 

「さんあ～る」を活用し、公共施設での資源物の回収や、古紙回収

ボックスなどの民間事業者による資源物の回収に関する情報をリサ

イクルマップとして発信します。 

また、ウェブサイトやＳＮＳでの情報発信を強化します。 

一般的にリサイクルに適さない感熱紙等の紙類についても、本市

では「その他の紙」として分別・リサイクルをしています。 

「その他の紙回収用紙袋」の配布や、イベ 

ントや講座、ウェブサイト、アプリや広報誌 

など様々な場面で「その他の紙」の分別を啓 

発します。 

事業系食品ロスの削減に向けて、食品を取り扱う小売店や飲食店

との連携を強化します。 

小売店においては、商品棚の手前に陳列している商品を購入する

ことを促す「てまえどり」を推進します。 

飲食店においては、mottECO や 3010運動を推進し、店舗での

食べ残しによる食品ロスの削減を推進します。 

また、協力店舗を市ウェブサイトで公表するなど、食品ロス削減

への機運が高まる仕組みを整えます。 

 

イベントでの啓発の様子 

行政・市民・事業者の「オール富 

士市」でごみの減量に取り組むため、 

様々な場面において民間事業者と連 

携を図ります。 
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●その他の紙の分別をしよう！ 

 

 

 

 

 

 

民間の古紙回収ボックスや 

地域の集団回収も積極的に利用しましょう！ 

 

市民の皆様に取り組んでほしいこと 

その他の紙の出し方（資源物専用袋・紙袋） 

リサイクルマップ 

てまえどりポスター 

必要な食材を必要な分だけ

買うようにしましょう！ 

富士市のごみに関するお役立ちツールを集め

た、とても便利なスマートフォン用アプリです 

ごみ出し通知機能、ごみ分別検索機能などが

ありますので、ぜひご活用ください 

すぐ食べるものは「てまえどり」しましょう！ 

買い物の前に 

買うものをメモ 

商品棚の手前に 

ある商品を選ぶ 

残さず食べましょう！ 

食べきれる分だけ作る 

食べきれる分だけ盛り付ける 

資源物を出す場所の情報は、 

リサイクルマップで！ 

市の回収（集積所）では、 

ほとんどの紙を 

出すことができます！ 

市民団体と協働開催した講座の様子 

スーパー等の 
店頭回収を 
利用しましょう！ 

市民団体の行うイベントや 

講座に参加しましょう！ 

ルールを守って、 

ごみ集積所を利用しましょう！ 

 

不用品の 
リユースに 
取り組みましょう！ 

●ごみ分別アプリ「さんあ～る」を活用しよう! 

 

●食品ロスをなくそう！ 

●地域や民間事業者の取り組みに協力・参加しよう！ 
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目標達成に向けた取組の柱 主な市の取組 

⑧

SDGs 未来都市富士市のロゴ 

ごみ収集時の火災事故 

⑦

⑥

⑤ 不法投棄の発生抑制と市民への意識醸成につなげることを目的に、

発見した不法投棄物について、市ウェブサイト等において発信しま

す。 

また、不法投棄されている状況等を撮影した動画を作成し、出前講

座などの様々な場面で活用することで、不法投棄は「しない・させな

い・許さない」という意識を醸成します。 

 

 未来を担う子どもたちに、ごみを分別することやごみを減らすこと 

の大切さを伝えるため、小学校・中学校や幼稚園・保育園等において 

出前講座を実施します。 

  

 家庭で出る生ごみを減量するために、EMぼかしを活用した生ごみ 

たい肥化用資材やトートバッグ型のコンポストを配布します。 

 

 事業者が出すごみについても、適正に排出してもらうよう、検査や 

指導を行います。 

 

増加傾向にある外国人居住者が

安心して暮らすことができるよ

う、ごみに関する情報発信を強化

します。 

全国的に急増しているリチウムイオン電池が原因とみられるごみ

収集処理過程での火災事故を防止するため、リチウムイオン電池を

はじめとする電池類の安全な収集体制を 

構築するとともに、市民にとってわかり 

やすい排出方法を検討します。 
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市民の皆様に取り組んでほしいこと 

レジ袋やペットボトルの使用を控えて、

マイバッグ・マイボトルを使いましょう！ 

外国人居住者の方は、さんあ～るを利用しましょう！ 

ボランティア清掃の様子 

地域のボランティア清掃に参加しましょう！ 

自分の土地は 

自分で守る 

きちんと分別を 

しましょう！ 

購入ではなくレンタルやリユースへ意識を変えてみよう！ 

レンタルやリユースできないか、 

買う前に考えてみましょう 

ごみ分別アプリ 
「さんあ～る」 

英語版ごみのカレンダー 

多言語に対応しています！ 

他にもごみのカレンダーや 

ウェブサイト、電話でも！ 

ごみ出しに困っている人を 

みんなで支えましょう！ 

出典：ふじさんエコトピア・ふじかぐやの湯ウェブサイト 
https://sinkankyocleancenter.com/ 

ポイ捨ては絶対しない！ 

生ごみを家庭で堆肥にし

てみよう！ 

●ふじさんエコトピア・ふじかぐやの湯を 

利用しましょう！ 
リチウムイオン電池などの充電式電池は、衝撃

により発火・発熱することがあります 

小型家電回収ボックス 

他のごみに混ぜて捨てるのは 

絶対にやめましょう！ 

●まちをきれいにするという意識を持とう！ 

●ごみを減らそう！ 

●充電式電池の安全な回収に協力しよう！ 



 

 

 

 

日々のごみ出しをサポートするアプリ「さんあ～る」をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資源物の回収には、便利な拠点回収をご利用ください。 

施設が開館しているときは、いつでも出すことができます。 

  ごみ分別アプリ「さんあ～る」 

● ごみ出し日の通知 

● ごみのカレンダー 

● ごみの出し方「あいうえお」検索 

● 多言語に対応 

iOS Android 
利用無料 

富士市 

ごみ分別アプリ 

  市の資源物等の拠点回収 

①衣類・くつ類・小物類 ②小型家電 ③食用油 

主な設置場所 
各地区まちづくりセンター 
富士体育館、富士川体育館 
市役所 
ふじさんエコトピア 

主な設置場所 
各地区まちづくりセンター 
市役所 
ふじさんエコトピア 

主な設置場所 
市役所 
市内の小学校 

古紙回収ボックスをはじめ、市内

では民間事業者による資源物の回

収が活発に行われています。 

回収ボックスはごみ箱ではありま

せん。ルールを守ってご利用くだ

さい。 

● リサイクルマップ 

民間店舗等での回収 

富士市ごみ処理基本計画 2025-2034 概要版 

富士市環境部廃棄物対策課 

〒417-8601 静岡県富士市永田町１丁目 100 番地 

T E L：0545-55-2769  F A X：0545-51-0522 
Email：ka-haikibutu@div.city.fuji.shizuoka.jp 
U R L：https://www.city.fuji.shizuoka.jp/ 

 

富士市行政資料登録番号 
R6-50 

７ 

このパンフレットは「その他の紙」として、分別・リサイクルできます。 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は 

こ
ち
ら
か
ら 

富士市ウェブサイトでも、 

ごみに関する情報を発信しています 

<<< ごみの情報コーナー 

食品ロスの削減・生ごみのたい肥化 
リサイクルマップ・ごみの行方 など 

計画本編は 

こちらから 

令和７年(2025 年)３月 


